
オートデスク ユーザー事例  日本工営株式会社

会社名
日本工営株式会社

本社所在地
東京都千代田区

使用ソリューション
建設・土木業界向けコレクション
ARCHITECTURE, ENGINEERING & 
CONSTRUCTION COLLECTION

含まれる主なソフトウェア
Autodesk® Revit®

Autodesk® Navisworks®

Autodesk® ReCap
Autodesk® Civil 3D®

Autodesk® InfraWorks
Autodesk® 3ds Max®

AutoCAD® Plant 3D
AutoCAD®

その他の使用ソフトウェア
Dynamo

国土交通省の BIM／CIM 原則化を機に、建設コンサルタントが 3 次元
設計への転換を図り、BIM／CIM 活用の新たなステージに踏み込む 
動きが現れ始めた。BIM／CIM のトップランナーとして業界を先導する
日本工営は自動設計システムを開発し、業務の効率化や高度化を実現
しようとかじを切った。一歩先をいく同社の BIM／CIM 活用はどこに
向かおうとしているか。（本記事は建設通信新聞のシリーズ連載「BIM／CIM 未来図」からの転載になります）

実務者自ら業務のアイデアを形にする／ 
活用定着し新たなステージに
同社では中央研究所内に組織された CIM 推進セ
ンターを軸に BIM／CIM の定着を図っている。
組織は現在 20 人体制となり、各部門への業務支
援や教育に加え、業務改革を実現するためのシス
テム開発にも取り組む。小野寺勝執行役員中央研
究所長は「BIM／CIM に積極的な実務者を CIM 
推進センターの配属とし、業務上のアイデアを形
にしてもらい、また現業部門に戻す流れをつくり、
BIM／CIM を水平展開している」と明かす。

これまでは河川、ダム、道路、橋梁、防災、砂
防の分野で先行してきた BIM／CIM 活用だった
が、現在は「全分野で取り組む状況となり、着実
にステージを 1 つ上げた」と手応えをつかんでいる。
BIM／CIM 活用の業務件数も年 200 件を超える
までに拡大した。BIM／CIM の主力ツールとして
位置付けるオートデスク製品の利用状況（日単位
の従量課金プラン）を見ても、近年は年 1.3-1.4 倍
の伸びを示しており、社内に BIM／CIM ツール
が定着してきた。

【上】②地すべり対策工の自動設計
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新入社員が作成したBIM/CIMモデル 地すべり対策工

新入社員が作成した地すべり対策の BIM／CIM モデル

BIM／CIM 活用の新たなステージへ向けて 
3次元自動設計への転換
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背景には、国交省の BIM／CIM 原則化に加え、
他省庁や地方自治体でも活用業務が広がり始めた
ほか、受注業務の中で担当者が BIM／CIM を自
主的に活用する流れが広がっていることも後押しし
ている。 CIM 推進センターの坂森計則センター長
は「これからは概略・予備設計や調査・計画業務で
も広く BIM／CIM の導入、活用が進む。今後は
業務プロセスの再構築も必要になってくる」と考え
ている。

同社は、新たな業務プロセスへの転換を進める
中で、モデル作成に軸足を置くのではなく、モデ
ルの中に設計条件や設計思想を取り込む 3 次元
設計プロセスの構築を追求している。小野寺氏
は「BIM／CIM では当然、業務の効率化を目指
すが、さまざまな情報をモデルの中に入れること
で、関係者間のコミュニケーションツールとしても
成長していく。業務の付加価値を生む手段として 
BIM／CIM を位置付けている」と力を込める。

CIM 推進センターが業務改革につながるシステム
として、パラメトリックモデリングや 3 次元モデル
による設計照査、解析、数量算出などの開発を重
視しているのも「付加価値のあるシステムを積極的
に創出していく」方針が根底にある。社内では実務
者がシステム開発を担い、その成果を開発者自ら
が現業部門に戻って推進する流れが定着しつつあ
り、これまでに 5 人が推進役として活動している。

坂森氏は「開発することが目的でなく、その成果を
着実に社内に展開していくことが、何よりも重要」
と強調する。だからこそシステム開発では、業務
の効率化・高度化や品質の向上効果に加え、「誰も
が手軽に使えるようなシステムとして仕上げる」こ
とに力点を置いている。

地すべり・斜面防災分野では、2022 年 9 月に自
動設計システムの開発が完了した。これまでは対
策工と地形のモデルを統合する必要があり、手作
業でモデル作成を進めた場合、時間と労力がか
かっていた。そこで構造物のモデル化作成の流れ
をプログラム化し、寸法情報や部材情報などの設
計条件を入れるだけで、パラメトリックモデリング
によって自動でモデル作成を進めるシステムに仕
上げた。 22 年度には地すべり対策関連の 10 業務
に活用した。 23 年度には 2 倍増の導入を見込む。
小野寺氏は「これは付加価値システムの象徴的な
成果の 1 つ」と強調する。

3 次元設計基盤に新たなチャレンジ／ 
自動設計は付加価値システム
日本工営が BIM／CIM 活用の有効な手段として、
自動設計の取り組みに力を注いでいる。中央研究
所 CIM 推進センターでは、業務の効率化や省力
化に向けたシステムの開発をミッションの 1 つに掲
げ、その重点テーマに「自動設計」を位置付けて
いる。小野寺氏は「3 次元設計に切り替える中で、
仕事の進め方も変わってくる。より効率的で質の
高い設計を進める手段として、自動設計システム
の開発に乗り出している」と説明する。

先行する地すべり・斜面防災分野では、2022 年 
9 月にプロトタイプが完成しており、業務への導
入件数も着実に増加している。システム開発に携
わった CIM 推進センターの山口裕二技師は「国土
保全分野と BIM／CIM の親和性は高く、自動設
計の効果を存分に発揮できている」と手応えを口に
する。

山口氏はオートデスクのビジュアルプログラミング
ツール『Dynamo』を使い、構造物のモデル化工
程をプログラム化し、寸法や部材の情報などの条
件を入れることでパラメトリックモデリングによって
自動作成するシステムを開発した。「プログラム初
心者の私でも思うような枠組みを構築することがで
きた」と振り返る。

地すべり対策では防止施設の多くが地下にある。
設計では地すべり発生機構や、防止工法の検討を
すべり面や地下分布などの構造を踏まえて進める
必要があり、BIM／CIM の可視化によって干渉の
チェックなどもしやすくなる。現在は参考資料扱い
となったが、21 年 3 月に国土交通省が示した 3 次

元モデル成果物作成要領（案）に集水井工などのサ
ンプルモデルが紹介されたことで、パラメトリック
モデリングに必要な寸法や部材情報などが統一さ
れ、プログラムの要件定義が容易になったことも
システム開発を後押しした。

システムは入力値を調整し、設計条件や設計思想
の情報を追加するだけでモデルを自動作成する。
地形や地質モデルに合わせた対策工の 3 次元モデ
ル作成も可能だ。自動化により、作業の効率化や
高度化に加え、品質や信頼性も向上する。経験が
浅く対策工の完成イメージを想像しづらい若手技
術者の設計支援にも活用できる。

小野寺氏は「3 次元設計データから自動化している
点でヒューマンエラーも防げる。設計の入力条件
を増やせば、さらに付加価値のある 3 次元モデル
を提供できる」と強調する。坂森氏も「3 次元設計
に乗り出したことで、そのデータを活用してさまざ
まなチャレンジができる流れになり、自動設計だ
けでなく、VR（仮想現実）やAR（拡張現実）の切り口も
積極的に展開する」と先を見据えている。

このように同社では、3 次元設計への転換を機
に、新たなシステム開発に乗り出す流れが広が
り始めた。オートデスクの技術営業として主に
建設コンサルタントを担当している植田祐司氏は
「Dynamo を活用し、効率化を目指したシステム 
開発を進める動きは同業他社でも見られるように
なったが、日本工営のように 3 次元設計がきちん
と社内に定着していなければ、良質なシステム開
発に結びつかない」と分析する。日本工営では河
川、ダム、砂防、道路、橋梁の分野でも自動設
計の取り組みが進行中だ。坂森氏は「実務者自ら
がシステム開発を担う流れを整えたことで、より最
前線の目線から業務課題と向き合うことができるよ
うになった」と手応えを口にする。

レーザー光で離れた場所にある物体の形状や距離
を測定するリモートセンシング技術「LiDAR」を使っ
た現地調査ツールも導入が進む取り組みの 1 つ
だ。ツールの社内普及を手掛けた CIM 推進セン
ターの奥平賢太氏は「事務所でも情報が共有でき、
災害復旧時にも迅速な現況把握と計画立案が可
能」と説明する。 22 年度で 57 件の業務に活用し
た。仙台支店の防災担当約 20 人が活用を始めた
ように、社内では現況変調を把握する応急復旧の
有効なツールとして期待されている。

定着してきた BIM／CIM ツール

ビジュアルプログラミング

設計条件・設計思想3次元モデル作成

自動設計システム

入力値

数量・概算工事費算出

m³

設計成果
(3D・数量)

m³m

【中】①自動設計システムの概要

自動設計システムの概要

【中】②現地調査ツール(点群編)

レーザスキャナ

モバイルデバイス

利点
• 現地状況を立体的に明瞭に再現
• 延長等の数量を簡単に算出可能
• 等高線や任意箇所の断面等も作図可能

現場を点群で
３次元化することで…

現地調査ツール（点群編）
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実践しながらスキルを磨く／ 
重要なコミュニケーションツールに
日本工営は、国土交通省の動きを見ながら、社内
の BIM／CIM 教育を拡充してきた。2022 年 9 月
からは原則化を踏まえ、社内資格制度の運用も
始めた。日本工営グループを統括する ID&E ホー
ルディングスの新屋浩明社長も「もう一歩先のこと
を考え、行動を始めよう」と、動き出した BIM／
CIM 資格の進展に期待を寄せている。

資格は 3 段階に設定した。 2 時間の動画学習を
位置付けた初級は、既に 1,500 人の技術者が受
講済み。今年から動き出した中級は実務で使いこ
なせるスキルを養うことを目的に BIM／CIM ソフ
ト操作研修を含む 40-80 時間のプログラムを設
けた。現時点で 100 人が受講している。 BIM／
CIM マネジャーの育成を目的とした上級資格の準
備も進めており、同社は BIM／CIM への対応力
を技術者の重要な素養の 1 つに位置付けている。

日頃の業務では、オートデスクの汎用  C A D
『AutoCAD』や BIM／CIM 設計ソフト『Civil 
3D』、コンセプトデザインソフト『InfraWorks』、
BIM ソフト『Revit』などを活用している。海外で
もオートデスク製品を使っており、国内外共通の
ツールとして位置付けている。 16 年からスタート
した社内の BIM／CIM 研修もオートデスク製品
を軸に教育プログラムを作成した。

CIM 推進センターに所属する入社 3 年目の奥平
氏は、今年から研修の講師役を務めている。 2 週
間の基礎研修に加え、研修の応用編では各部門
の設計者とともに講師役となり、受講者に高度な 
BIM／CIM 活用についても伝授している。奥平
氏は「私が学生時代に点群データを研究してきた
ように、デジタルツールに触れてきた新入社員は 
多く、BIM／CIM への適用能力はとても高い」と
実感している。

山口氏は「4 年前に研修を受けた後すぐに国交省
の斜面防災関連業務の BIM／CIM 項目を担当す
ることになり、悪戦苦闘しながらも BIM／CIM に
取り組んだ。その時の経験がいまの基礎になって
いる」と振り返る。このように同社では、実践しな
がら BIM／CIM スキルを磨く流れが着実に浸透し
ている。

社内の変化を目の当たりにして、小野寺氏は
「BIM／CIM はわれわれにとっての重要なコミュ
ニケーションツールになるだろう」と考えている。
2 週間の新入社員研修をわずか 1 週間で終え、残
りの期間を使ってオートデスクのビジュアルプログ
ラミングツール『Dynamo』を学ぶ社員もいるよう
に「若手（デジタルネイティブ世代）がこれからの BIM／
CIM をけん引していく」と期待している。

坂森氏は、BIM／CIM を出発点に「DX（デジタルト
ランスフォーメーション）の領域に入っていく」ことを実感
している。 3次元設計にかじを切ったことで、自動
化への筋道をつくり、VR（仮想現実）やAR（拡張現実）
といったデジタルツインとの結び付きについてもよ
り強固にした。技術開発センターの佐藤隆洋セン
ター長も「BIM／CIM データを基盤に構築したデ

（左から）奥平氏、坂森氏、小野寺氏、山口氏、佐藤氏

【下】②オンライン社員教育風景

Teams等のコミュニケーションツー
ルを活用した社内研修を行っている。

講師・受講生・受講生の先輩社員
等が参加し、教育を行っている。⇒

オンラインでの社内教育風景

ジタルツインを業務でどう有効活用していくかが重
要な視点になってくる。これは DX の領域に他なら
ない」と確信している。

CIM 推進センターの発足から 7 年が経過した。同
社の BIM／CIM 活用の流れは急速に広がりを見
せている。重要視する自動設計システムは、業務
の効率化や高度化、品質向上につながるとともに
関係者との情報共有手段としても有効だ。小野寺
氏は「BIM／CIM 活用の切り口は多岐にわたる。
国がインフラ DX の推進にかじを切ったように、わ
れわれの付加価値づくりはこれからDXの領域にも
踏み込んでいく」と、次への進展をしっかりと見据
えている。

ソフト操作研修を含む中級資格には現時点 100 人が受講


